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執 筆 者 紹 介 (掲載順)

力日 (助  教・看護リハビリテーション学部看護学科)

子  (講  師 。看護リハビリテーション学部看護学科)

里  (助  教 。看護リハビリテーション学部理学療法学科)

充  (教 授・看護リハビリテーション学部理学療法学科)

子  (助 教・看護リハビリテーション学部看護学科)

史  (教 授・看護リハビリテーション学部理学療法学科)

麿  (教 授・看護リハビリテーション学部理学療法学科)

美  (准教授・看護リハビリテーション学部理学療法学科)

子  (助  教・看護リハビリテーション学部看護学科)

子  (教 授・看護リハビリテーション学部看護学科)

美  (助 教・看護リハビリテーション学部理学療法学科)

子  (助  教・看護リハビリテーション学部看護学科)

子  (講  師・看護リハビリテーション学部看護学科)

美  (教 授・看護リハビリテーション学部看護学科)

子  (講 師・看護リハビリテーション学部理学療法学科)

弥  (助  教・看護リハビリテーション学部看護学科)

り (講  師 。看護リハビリテーション学部理学療法学科)

子  (准教授・看護リハビリテーション学部看護学科)

査読者一覧

本紀要の査読は上記の方々にお願い致 しました。ご協力賜 り

上げます。
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2009(平成 21)年度 図書委員会 (50音順)

委 員 長  細 辻 恵 子

委 員  一 色 伸 夫

委  員  角 田 万里子

委  員  川合ジョルジェット

委  員   河 原 和 枝

委  員   木 村 重 圭

委  員  瀬 藤 乃理子

委 員  友 田 尋 子

委  員  辻   平治郎

委  員  直 野 裕 子

委  員  藤 田   渡

委 員  松 林 靖 明

書記・事務局 柴 山 晴 江

編集後記

「甲南女子大学研究紀要 看護学・リハビリテーシヨン学編」第3号 をお

届けいたします。看護リハビリテーション学部は,本学の3番 目の学部とし

て発足してから3年 目を迎え,ま すます,教育・研究に熱意をもって取り組

んでいるところです。本年は,と りわけ,研究の成果が多く出てまいりまし

たので,特別に,第 3号 を発行し,年度末には,さ らに第4号が発行されま

す。現在の学部の勢いを表しているかのような,多方面にわたる諸論文を
,

多くの方々に,御覧いただけることを期待しています。

甲南女子大学図書委員会

委員長 細辻 恵子

甲南女子大学研究紀要 第3号

看護学・リハ ビリテーション学編

2009年 11月 20日  印 届J

2009年 11月 30日  発 行
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